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19） 倉林るみい（2003）企業における危機管理としてのメンタルヘルス対策．テロ等による勤労者の
PTSD対策と海外における精神医療連携に関する研究，p39-49，厚生労働科学研究 労働安
全衛生総合研究事業． 

20） 変異原性とがん原性の相関等に関する調査研究委員会 (後藤純雄，鈴木勇司，土屋敏行，
能美健彦，福島昭治，松島泰次郎，宮川宗之，山崎 洋)（2003）平成 14年度変異原性とがん
原性の相関等に関する調査研究．日本化学物質安全・情報センター． 

21） 毛利一平（2003）うつ病等のハイリスクグループとしての広汎性発達障害者等の就労支援に関
する研究．うつ病を中心としたこころの健康障害を持つ労働者の職場復帰および職場適応支
援方策に関する研究 平成 14年度 総括・分担研究報告書，p39-44． 

22） 森永謙二，審良正則，井内康輝，岸本卓巳，神山宣彦，三浦溥太郎（2003）石綿ばく露労働
者に発生した疾病の認定基準に関する検討会報告書，p1-69，厚生労働省労働災害補償課．

23） 明星敏彦，小野真理子（2003）たばこ煙粒子の粒径別有機物迅速分析法の開発．平成 14 年
度喫煙科学研究財団研究年報，p783-788，喫煙科学研究財団． 

24） 明星敏彦，他（2003）平成 14年度 統一精度管理事業報告書，日本作業環境測定協会． 
25） 明星敏彦，他（2003）平成 14 年度 呼吸用保護具の性能の確保のための買い取り試験の実
施報告書，産業安全技術協会． 

26） 中田光紀，池田智子，北條 稔（2003）働く人々の心と体の健康に関する調査（平成 14～15
年度）成果報告書，大田地域産業保健センター． 

27） 清掃作業従事者のダイオキシン曝露による健康影響にかかわる調査研究委員会 [小川康恭]
（2003）清掃作業従事者のダイオキシン曝露による健康影響にかかわる調査研究（平成 14 年
度）報告書，中央労働災害防止協会． 

28） 大井 玄，相澤好治，荒記俊一，他（2003）平成 14 年度本態性多種化学物質過敏状態の調
査研究報告書，日本公衆衛生協会． 

29） 小川康恭，毛利一平，吉田吏江，大場謙一，平田 衛，北村文彦，齊藤宏之（2003）清掃工場
労働者における臭素化ジフェニルエーテルの曝露状況．臭素化ダイオキシン類に係わる労働
現場のリスク評価研究（平成 14 年度）総括・分担研究報告書，厚生労働科学研究費補助金
食品・化学物質安全総合研究事業，p125-137，中央労働災害防止協会． 

30） 三枝順三（2003）ナノ生化学系による非細胞性代謝機能代替デバイスの開発研究：リポソーム
微細構想の検討．ナノテクノロジーによる機能的・構造的生体代替デバイスの開発（H14-ナノ
-002）平成 14 年度総括・分担報告書，p180-186，厚生労働省科学研究補助金（萌芽的先端
医療技術推進研究事業）． 
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31） 斉藤 進，外山みどり，毛利一平，岩切一幸，城内 博，落合孝則，加藤公敬，垣内良規，堀
口かおり（2003）オフィスワーカーの体と心の疲れ 「情報化職場の快適化に関わる労働衛生
上の要件に関する研究」のアンケート結果報告．JFMA Current No. 79，p14-18，社団法人 日
本ファシリティマネジメント推進協会． 

32） 斉藤 進，城内 博，他（2003）快適職場のための人間工学的手法検討委員会報告書，
p1-101，中央労働災害防止協会． 

33） 櫻井治彦，岩崎健二，他（2003）平成 14 年度労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリスト作
成委員会報告書，中央労働災害防止協会． 

34） 澤田晋一（2003）断続的寒冷曝露による身体冷却がもたらす生体負担の労働生理学的解析
（課題番号 11670359）．平成 11年度～平成 14年度科学研究費補助金（基盤(C)(2)）研究成
果報告書，p1-130． 

35） 澤田晋一（2002）異常温度条件による業務上疾病：凍傷について．労働者死傷病報告に基づ
く業務上疾病の発生状況の分析 平成 13年度報告書，p27-29，独立行政法人産業医学総合
研究所．（2002年補填） 

36） 澤田晋一（2003）異常温度条件による業務上疾病：熱中症について．労働者死傷病報告に基
づく業務上疾病の発生状況の分析 平成 14年度報告書，p26-40，独立行政法人産業医学総
合研究所． 

37） 外山みどり（2003）コンピュータと子どもの健康学校保健の動向．平成 15年度版，p87，財団法
人 日本学校保健会． 

38） 高田 勗，櫻井治彦，相澤好治，荒記俊一，他（2003）平成 13年度「新種化学物質に係るばく
露状況に関する実態調査」報告書，p1-78，中央労働災害防止協会 労働衛生調査分析セン
ター． 

39） 鷹屋光俊，神山宣彦，芹田富美雄，篠原也寸志，小野真理子，小滝規子，戸谷忠雄，高田礼
子（2003）「機能性材料由来の金属微粒子の分析法と生体影響の研究」 平成 12 年度環境保
全成果集（I)，環境省総合環境政策局（平成 15年 3月），p16-1-16-23． 

40） 横山和仁，佐藤 元，荒記俊一（2003）発展途上国の環境汚染と健康影響に関する研究－マ
レーシアの農薬問題を対象として－．平成 13 年度 AGS 研究成果報告書，p181-85，東京大
学． 

 
 

（6）解説記事 

英文 

1） Yasutaka Ogawa, Norihiko Kohyama, Shunichi Araki (2003) Dioxins in occupational and 
environmental health: update (Preface). Ind Health 41,125. 

 

和文 

1） 荒記俊一（2003）いわゆる過労死の産業保健対策．医報とやま No.1332，20-24． 
2） 荒記俊一（2003）乳幼児の鉛曝露と健康影響．日本医事新報 No.4122，110-2． 
3） 荒記俊一（2003）開会講演「日本における労働衛生研究戦略の推進」．労働衛生重点研究推
進協議会第二年次報告書，p65-67． 

4） 荒記俊一（2003）結言．労働衛生重点研究推進協議会第二年次報告書，p55-56． 
5） 原谷隆史（2003）誌上討論 回答：産業医・精神科主治医の独立性・中立性に関する考察．産
業精神保健 11(3)，275-276． 

6） 久永直見（2003）岐路に立つマレーシアの労働衛生．労働基準 2003年 2月号， 14-17． 
7） 久永直見（2003）マレーシアの労働衛生は今．安全衛生コンサルタント 23(66)，57-60． 
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8） 久永直見（2003）東南アジアの労働衛生事情 マレーシア①．働く人の安全と健康  4，
692-693． 

9） 久永直見（2003）東南アジアの労働衛生事情 マレーシア②．働く人の安全と健康  4，
782-783． 

10） 岩崎健二（2003）脳・心臓疾患の労災認定基準改正（2001年 12月）の経緯とポイント．労働の
科学 58，37-41． 

11） 岩崎健二（2003）疲労がたまる仕組み、ためない方法．Howto健康管理 225，11-13． 
12） 岩崎健二，島 悟（2003）仕事で燃えつきてしまわないために．暮しと健康 58，38-42． 
13） 岩崎 毅，奥野 勉，田口信康，薮田十司，黒木孝一（2003）溶接作業に係わる作業環境管
理の現状と今後の課題．作業環境 24（6），4-20． 

14） 菅野誠一郎（2003）拡散サンプラについて．産業衛生学雑誌 45，A13-A14． 
15） 神山宣彦（2003）港湾荷役作業と鉱物粉じん－シリカ・石綿・石綿代替繊維－．港湾災防 

458(平成 15年 2月号)，18-20． 
16） 前田節雄（2003）全身振動からみた快適な港湾作業機械の選択方法について．港湾災防 

460(平成 15年 4月号)，14-18．  
17） 前田節雄（2003）全身振動曝露評価から見た沖縄「ゆいレール」．モノレール（日本モノレール
協会誌） No.105，23-36． 

18） 毛利一平（2003）進む職場の情報化，新たな労働態様と心身の健康．安全衛生コンサルタント 
23，49-55． 

19） 毛利一平，荒記俊一（2003）肺癌、心肺疾患による死亡と大気中微小粒子汚染への長期曝
露．JAMA日本語版 1月号，76-86． 

20） 明星敏彦（2003）労働衛生保護具（粉じん）．産業衛生学雑誌 45，A31-32． 
21） 奥野 勉（2003）レーザー用遮光保護具（レーザー保護めがね）の使い方．産業保健 21  31，

18-19． 
22） 奥野 勉（2003）ISO/TC94/SC6 およびその第 2 回国際会議について．セイフティダイジェスト 

49（10），13-17． 
23） 斉藤 進（2003）パソコン作業を快適にするために．医業経営情報 99号，24-25． 
24） 澤田晋一（2003）ISO/CD7933：暑熱環境－暑熱負担予測指標の計算による暑熱ストレスの解
析．人間工学 ISO/JIS規格便覧2003，日本人間工学会 ISO/TC159（人間工学）国内対策委員
会編． 

25） 澤田晋一（2003）ISO/CD8996：人間工学－代謝熱産生量の算定法．人間工学 ISO/JIS 規格
便覧 2003，日本人間工学会 ISO/TC159（人間工学）国内対策委員会編． 

26） 澤田晋一（2003）ISO/CD15265：温熱環境の人間工学－作業温熱条件におけるストレス・不快
感のリスクアセスメント．人間工学 ISO/JIS規格便覧 2003，日本人間工学会 ISO/TC159（人間
工学）国内対策委員会編． 

 
 

（7）その他の文献等 

1） 荒記俊一（2003）武蔵国の自然と暮して 50年．月刊官界 6月号，174-5． 
2） 福田秀樹，澤田晋一（2003）トピック１ 高年齢労働者の作業および温熱ストレスの予防．産医
研ニュース 11，p4． 

3） 久永直見（2003）産業保健の国際協力、日本企業、産業医、安全衛生スタッフの役割．神奈
川産業保健交流研究 No.22，p1-22． 

4） 本間健資，三木圭一（2003）働く人の健康を考える公開シンポジウムを開催 「21 世紀の労働
衛生研究戦略の実施と展望」．産医研ニュース 11，p3． 
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5） 本間健資（2003）労働衛生重点研究推進協議会第 3 回シンポジウムのお知らせ．産医研ニュ
ース 12，p8． 

6） 本間健資（2003）労働衛生重点研究課題登録のお願い．産医研ニュース 12，p8． 
7） 木股三善，篠原也寸志，興野純，八田珠朗，宮野敬，金子康成，大高暁，谷内勇介（2003） 

(図鑑の改訂編集) 木股三善，宮野敬編，（柴田秀賢，須藤俊男著），原色新鉱物岩石検索
図鑑，p346，東京，北隆館． 

8） 神山宣彦（2003）国際学会参加のおまけの経験．ガステック NEWS Vol.42 Winter 2003-1 
9） 神山宣彦（2003）AIHce2003ダラス大会に参加して．作業環境 24，53-57． 

10） 倉林るみい（2003）コンピュータの怒り．第 10 回多文化間精神医学会ワークショップ抄録集，
11p． 

11） 毛利一平，小川康恭，日下幸則（2003）学会報告 第 16 回国際産業保健疫学会議からの報
告．産業医学ジャーナル 26，21-25． 

12） 明星敏彦（2003）学会報告 第 20 回日本エアロゾル科学・技術研究討論会に参加して．作業
環境 24（6），41-43． 

13） 明星敏彦（2003）国際学会報告 第 11回国際呼吸保護協会エジンバラ大会に参加して．産業
医学ジャーナル 26（1），52-55． 

14） 明星敏彦（2003）空気質管理のためのエアロゾル測定装置の性能保証システムの現状－特集
にあたって．空気清浄 40，313． 

15） 明星敏彦（2003）編集ノート．空気清浄 40，458． 
16） 齊藤宏之（2003）海外情報：タイトルサービス(2003)．作業環境 24(3)，29-32． 
17） 齊藤宏之（2003）海外情報：タイトルサービス(2003)．作業環境 24(5)，29-31． 
18） 佐々木 毅（2003）職場における心身の健康度．産医研ニュース 11, p5． 
19） 佐々木 毅，小川康恭（2003）産業医学総合研究所客員研究員交流会．産医研ニュース 12, 

p3． 
20） 澤田晋一（2003）国際会議参加記 WHO協力センターネットワーク会議に出席して．産医研ニ
ュース 11，p7． 

21） 澤田晋一（2003）編集後記．産医研ニュース 12，p8． 
22） 澤田晋一（2003）日本生理人類学会第 47 回大会座長報告．日本生理人類学会誌 8 （1），

p38-39． 
23） 鈴木 亮（2003）運動すると目がよくなりますか．産医研ニュース 12，p4． 
24） 高橋正也（2003）PC作業による頭痛．アサパソ健康クリニック，アサヒパソコン No. 346，110． 
25） 高橋正也（2003）ナップブレーク－仮眠休憩－のすすめ．栄養と料理 69, 73-77． 
26） 鷹屋光俊（2003）タイトルサービス．作業環境 24（2），29-31． 
27） 鷹屋光俊（2003）タイトルサービス．作業環境 24（4），27-30． 
28） 鷹屋光俊（2003）タイトルサービス．作業環境 24（6），24-27． 
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2. 学術集会における発表・講演 

（1）基調講演，特別講演，教育研修講演，シンポジウム，パネルディスカッション，ワークショ
ップ等 

国際学術集会 

1） Shunichi Araki (2003) National Occupational Health Research Agenda in Japan. 27th 
International Congress on Occupational Health, International Workshop in Occupational Health 
Research Agenda for Latin America and the Caribbean, p101. 

2） Shunichi Araki, Shin-ichi Sawada, Haruhiko Sakurai, Masatomo Tachi (2003) National 
Occupational Health Research Agenda, Strategy and Promotion in Japan. 27th International 
Congress on Occupational Health, Symposium Session (SPS) 10: Neurobehavioral Assessment 
in the Prevention of Occupational and Environmental Illness, Iguassu Falls, Brazil, Abstract 
Book, p40. 

3） Shunichi Araki, Norihiko Kohyama (2003) Development of conventional technologies of dust 
measurement and control and training occupational hygienists in developing countries. 
Compendium of Projects of the WHO Collaborating Centres in Occupational Health, Parallel 
Task Force Working Session, WHO, p23-24. 

4） 荒記俊一（2003）日本の労働衛生重点研究課題の推進－日中交流 15 年間の回顧．中国三
聯職業技術学院講演会，合肥市． 

5） Takashi Haratani (2003) Assessment of mental stress and mental health in the workplace. A day 
seminar on occupational health: Mental and physical stress at work, Shah Alam. 

6） Takashi Haratani (2003) Occupational mental stress. Practical knowledge for workplace 
improvement, Johor Bharu. 

7） Naomi Hisanaga, Shunichi Araki, Shin-ichi Sawada, Yasushi Shinohara (2003) Global trends on 
silicosis Experiences gained: Japan. 27th International Congress on Occupational Health, Silica 
Symposium1 organized by ILO/WHO, Iguassu Falls, Braziｌ, Abstract Book, p84. 

8） Naomi Hisanaga, Hideki Fukuda, Mamoru Hirata, Shin-ichi Sawada, Susumu Saito (2003) 
MSD prevention activities in Japan. XVth Triennial Congress of the International Ergonomics 
Association and the 7th Joint Conference of Ergonomics Society of Korea/Japan Ergonomics 
Society, Proceedings Volume 5, p121-123. 

9） Masami Kojima, Tsutomu Okuno, Yoshihisa Ishiba, Ikuho Hata, Jin Hua Tao, Kazuyuki Sasaki, 
Nobuo Takahashi (2003) Differences of intraocular temperature rising patterns and ocular injury 
by different wavelength of infrared exposure. International Workshop on Ocular Side-effects by 
Non-Ionizing Radiation, Book of abstracts. 

10） Lumie Kurabayashi (2003) Occupational mental health : Early notice of the employees
who are at the risk of depression. Plenary session, NIOSH 6th National Conference and 
Exhibition on Occupational Safety and Health, Book of Abstract, p12. 

11） Lumie Kurabayashi (2003) A desirable care for workers suffering from depression/other mental 
disorders in workplace. Mini symposium, NIOSH 6th National Conference and Exhibition on 
Occupational Safety and Health, Book of Abstract, p22. 

12） Ippei Mori, Shunichi Araki (2003) Development of a support system for occupational safety and 
health management in small enterprises in Japan. Compendium of Projects of the WHO 
Collaborating Centres in Occupational Health, Parallel Task Force Working Session, WHO, p56.

13） Tsutomu Okuno, Ikuho Hata, Masami Kojima, Kazuyuki Sasaki (2003) Ultraviolet action 
spectrum for damage to cultured human lens epithelial cells. International Workshop on Ocular 
Side-effects by Non-Ionizing Radiation, Book of abstracts. 
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14） Shin-ichi Sawada, Shunichi Araki, Kazuhito Yokoyama, Hajime Sato (2003) Thermoregulatory 
characteristics and thermal loads observed during alternately repeated exposure to cold and 
warm environments. Organized Session II: Thermal Environment of Working Spaces, The 7th 
International Symposium on Ventilation for Contaminant Control, Sapporo, Japan. 

15） Shin-ichi Sawada, Ingvar Holmer, Kimiko Koshi (2003) Thermal loads of workers in Japanese 
cold environments and their need for rational choice of cold protective clothing. 27th 
International Congress on Occupational Health, Symposium Session (SPS) 43: Protective 
Clothing, Iguassu Falls, Brazil. 

16） Ryo Suzuki, Satoru Ueno, Yoshiaki Kiuchi, Hiromu Mishima (2003) Reduction of intraocular 
pressure after a short-time exercise and a longer physical training. 27th International Congress 
on Occupational Health, Congress Program, p167. 

 

国内の学術集会 

1） 原谷隆史（2003）職場におけるメンタルヘルス．日本産業衛生学会産業看護講座基礎コース
第 6回（後期），p61-68，日本産業衛生学会産業看護部会，東京． 

2） 原谷隆史（2003）特別研究、「組織健康度」の地平を拓く．第 25 回メンタルヘルス大会，第 25
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to Vibration (JGHRV 2003), Proceedings, p102-108. 

149） 吉田吏江，小川康恭，葛西 宏（2003）8-Hydroxy-2’-deoxyguanosine (8-OHdG) 定量値の安
定性・疫学研究への有用性の評価．第 10回日本がん予防研究会． 

3. 学会活動 

（1）学会，研究会，団体等の役員 

国際学会 

 学会，研究会，団体等の名称および役職 氏 名 

1） 国際ラマツィーニ学会 Fellow 荒記俊一 

2） 国際労働衛生会議（ICOH）神経中毒・精神生理学委員会 委員 荒記俊一 

3） 国際労働衛生会議（ICOH）職業保健における疫学委員会 委員 荒記俊一 

4） 国際労働衛生会議（ICOH）温熱研究科学委員会 委員 澤田晋一 

5） 国際労働衛生会議（ICOH）Work Organization and Psychosocial Factors学術
委員会 委員 

原谷隆史 

6） 国際労働衛生工学会 （IOHA） 理事  神山宣彦 

7） 国際手腕振動学会 理事 前田節雄 

8） International Ergonomics Association Technical Committee on Ergonomics for 
Children and Educational Environments, Board member 

斉藤 進 

9） 国際人間工学会 Ergonomics for Children and Educational Environments科
学技術委員会 委員 

外山みどり 

10） 国際人間工学会 Human-Computer Interaction科学技術委員会 委員 外山みどり 

 

国内学会 
 

 学会，研究会，団体等の名称および役職 氏 名 

1） 日本エアロゾル学会 理事 明星敏彦 

2） 日本ストレス学会 評議員 原谷隆史 

3） 日本ストレス学会 倫理委員会 委員 原谷隆史 

4） 日本衛生学会 評議員 荒記俊一 

   小川康恭 
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5） 日本工学アカデミー安全専門部会 社会の逐年的変化WG メンバー 外山みどり 

6） 日本行動医学会 顧問 荒記俊一 

7） 日本行動医学会 入会資格委員長 荒記俊一 

8） 日本行動医学会 理事 本間健資 

   岩崎健二 

   原谷隆史 

9） 日本行動医学会 評議員 宮川宗之 

   澤田晋一 

   北村文彦 

10） 日本行動医学会 産業中毒領域 連絡委員 宮川宗之 

11） 日本行動医学会 研究推進委員会 委員 北村文彦 

12）  ISRP（国際呼吸保護協会）アジア支部理事 明星敏彦 

13） メタロチオネイン研究会 幹事 小泉信滋 

14） 日本眼科紀要会 評議員 鈴木 亮 

15） 職業性ストレス研究会 会長 原谷隆史 

16） 神経行動毒性研究会 世話人 宮川宗之 

17） 生物学的モニタリング・バイオマーカー研究会 副会長 本間健資 

18） 多文化間精神医学会 在外邦人支援委員会委員 倉林るみい 

19） 多文化間精神医学会 在日外国人支援委員会委員 倉林るみい 

20） 多文化間精神医学会 理事  倉林るみい 

21） 日本疫学会 評議員 荒記俊一 

22） 日本学術会議 第 19 期会員推薦人（第１部心理学） 原谷隆史 

23） 日本顕微鏡学会 評議員 神山宣彦 

24） 日本産業ストレス学会 常任理事 原谷隆史 

25） 日本産業ストレス学会 広報委員会 委員長 原谷隆史 

26） 日本産業衛生学会 VDT 作業研究会 世話人 斉藤 進 

27） 日本産業衛生学会 温熱環境研究会 世話人 澤田晋一 

28） 日本産業衛生学会 関東地方会幹事 平田 衛 

29） 日本産業衛生学会 許容濃度等に関する委員会 専門委員 神山宣彦 

   奥野 勉 

30） 日本産業衛生学会 産業衛生技術部会 幹事 神山宣彦 

31） 日本産業衛生学会 産業神経・行動学研究会 世話人 本間健資 

   平田 衛 

32） 日本産業衛生学会 産業精神衛生研究会 関東地区代表世話人・世話人 原谷隆史 

33） 日本産業衛生学会 産業疲労研究会 世話人  岩崎健二 

34） 日本産業衛生学会 産業保健活動評価委員会 委員 神山宣彦 

35） 日本産業衛生学会 指導医 荒記俊一 

   小川康恭 
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   久永直見 

36） 日本産業衛生学会 職業性ストレス調査票ユーザーズクラブ 世話人 原谷隆史 

37） 日本産業衛生学会 振動障害研究会 全身振動許容基準見直し委員会 委
員長 

前田節雄 

38） 日本産業衛生学会 中小企業安全衛生研究会 世話人 久永直見 

39） 日本産業衛生学会 中小企業安全衛生研究会 代表世話人 平田 衛 

40） 日本産業衛生学会 評議員，代議員 荒記俊一 

41） 日本産業衛生学会 評議員 斉藤 進 

   神山宣彦 

   本間健資 

   小泉信滋 

   小川康恭 

   澤田晋一 

   原谷隆史 

   北村文彦 

   中田光紀 

42） 日本産業衛生学会 有機溶剤中毒研究会 世話人 久永直見 

   平田 衛 

43） 日本産業衛生学会 労働衛生関連法制度検討委員会 副委員長 平田 衛 

44） 日本産業衛生学会 労働衛生国際協力研究会 世話人 久永直見 

45） 日本産業精神保健学会 研究推進委員会 委員長 原谷隆史 

46） 日本産業精神保健学会 常任理事 荒記俊一 

   倉林るみい 

   原谷隆史 

47） 日本産業精神保健学会 産業精神保健専門職 荒記俊一 

48） 日本産業精神保健学会 精神疾患の業務関連性に関する検討委員会 委員 原谷隆史 

49） 日本産業精神保健学会 多文化産業精神保健委員会委員 倉林るみい 

50） 日本疾患モデル学会 評議員 三枝順三 

51） 日本実験動物医学会 基準検討委員会委員 三枝順三 

52） 日本実験動物学会 学会賞選考委員会委員 三枝順三 

53） 日本実験動物学会 財務特別委員会委員 三枝順三 

54） 日本実験動物学会 評議員 三枝順三 

55） 日本実験動物協会 1 級実験動物技術者研修会講師 三枝順三 

56） 日本実験動物協会 情報委員会委員長 三枝順三 

57） 日本獣医学会 評議員 三枝順三 

58） 日本職業・災害医学会 評議員 荒記俊一 

59） 日本神経眼科学会 評議員 鈴木 亮 

60） 日本心理学会 評議員 福田秀樹 

61） 日本睡眠学会 道路交通法特別委員会 委員 高橋正也 
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62） 日本睡眠学会 評議員 高橋正也 

63） 日本睡眠学会 用語委員会 委員 高橋正也 

64） 日本生理人類学会 財務担当 幹事 岩切一幸 

65） 日本生理人類学会 資格認定委員会 委員 岩切一幸 

66） 日本生理人類学会 評議員 斉藤 進 

   澤田晋一 

   外山みどり 

   岩切一幸 

67） 日本騒音制御工学会 ラベリング委員会 委員 前田節雄 

68） 日本騒音制御工学会 環境振動評価分科会 委員 前田節雄 

69） 日本騒音制御工学会 環境騒音振動行政分科会 委員 前田節雄 

70） 日本騒音制御工学会 国際部会 委員 前田節雄 

71） 日本騒音制御工学会 低周波音分科会 委員 前田節雄 

   高橋幸雄 

72） 日本騒音制御工学会 編集委員 前田節雄 

73） 日本内分泌攪乱化学物質学会（通称環境ホルモン学会）評議員 宮川宗之 

74） 日本人間工学会 ユーザビリティ委員会 委員 斉藤 進 

   外山みどり 

75） 日本人間工学会 活動計画委員会 委員長 斉藤 進 

76） 日本人間工学会 活動計画委員会 幹事 外山みどり 

77） 日本人間工学会 関東支部 委員 斉藤 進 

78） 日本人間工学会 国際協力委員会 委員 斉藤 進 

   外山みどり 

79） 日本人間工学会 財務担当幹事 外山みどり 

80） 日本人間工学会 資格制度設立委員会 委員 外山みどり 

81） 日本人間工学会 資格制度設立準備委員会 副委員長 斉藤 進 

82） 日本人間工学会 人間工学専門家資格制度検討ワーキンググループ主査 斉藤 進 

83） 日本人間工学会 人間工学専門家資格認定委員会 委員 斉藤 進 

84） 日本人間工学会 認定人間工学専門家部会幹事 斉藤 進 

85） 日本人間工学会 認定人間工学専門家部会事業企画グループ長 斉藤 進 

86） 日本人間工学会 評議員 斉藤 進 

   前田節雄 

   外山みどり 

   岩切一幸 

87） 日本人間工学会 副会長 斉藤 進 

88） 日本人間工学会 理事 斉藤 進 

   外山みどり 

89） 日本粘土学会 評議員 神山宣彦 
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90） 日本平滑筋学会 評議員 鈴木 亮 

91） 日本末梢神経学会 評議員 平田 衛 

92） 日本民族衛生学会 評議員 荒記俊一 

93） 日本薬学会 代議員 小泉信滋 

94） 日本予防医学リスクマネージメント学会 「産業精神保健」専門分科会 担当
役員 

原谷隆史 

95） 日本予防医学リスクマネージメント学会 日本語メーリングリスト委員会 委員 原谷隆史 

96） 日本予防医学リスクマネージメント学会 理事 原谷隆史 

97） 日本臨床神経生理学会 評議員 福田秀樹 

98） 日本労働衛生工学会 運営委員 神山宣彦 

   菅野誠一郎 

99） 日本労働衛生工学会 事務局長 神山宣彦 

100） 日本労働衛生工学会 評議会員 神山宣彦 

   明星敏彦 

   菅野誠一郎 

   奥野 勉 
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（2）学術集会の主催，委員，座長等 

国際学術集会 

 名 称（開催地，開催期間） 氏 名 

1） 2003 International Symposium on Indoor Air Quality and Health Hazards, 
Organizing Committee Member and Moderator of Plenary Session, (Tokyo, 
2003.1.8～10) 

荒記俊一 

2） 27th International Congress on Occupational Health, Chair of Symposium on 
Neurobehavioral Assessment in the Prevention of Occupational and 
Environmental Illnesses (Iguassu Falls, 2003.2.23～28) 

荒記俊一 

3） 27th International Congress on Occupational Health, Symposium Session (SPS) 
43: Protective Clothing, Chairperson (Iguassu Falls, 2003.2.23～28)   

澤田晋一 

4） 27th International Congress on Occupational Health, Symposium Session (SPS) 
43: Protective Clothing, Organizer (Iguassu Falls, 2003.2.23～28)   

澤田晋一 

5） International Conference of Risk Management for Preventive Medicine, 
Member of international organizing committee (Tokyo, 2003.3.27～28) 

原谷隆史 

6） The Fifth Interdisciplinary Conference on Occupational Stress and Health, Chair 
of the paper session ‘Work Overload’ (Toronto, 2003.3.14～21) 

原谷隆史 

7） The Fifth Interdisciplinary Conference on Occupational Stress and Health, 
Member of the scientific organizing committee (Toronto, 2003.3.14～21) 

原谷隆史 

8） The Second ICOH (International Commission on Occupational Health) 
International Congress on Psychosocial Factors at Work -  ‘Job Stress; East 
Meets West’, Member of Scientific Program Committee (Okayama, 2005.8.23～
26) 

原谷隆史 

9） The Second ICOH (International Commission on Occupational Health) 
International Congress on Psychosocial Factors at Work -  ‘Job Stress; East 
Meets West’, 実行準備委員会委員 , Member of Organizing Committee 
(Okayama, 2005.8.23～26) 

原谷隆史 

10） International Symposium on Occupational Health in Small-scale Enterprises and 
the Informal Sectors 組織委員 (Nagoya, 2004.11.12～15) 

平田 衛 

11） The 7th International Symposium on Ventilation for Contaminant Control, Chair 
of Invited Lecture Plenary A (Sapporo, 2003.8.5～8) 

神山宣彦 

12） The 7th International Symposium on Ventilation for Contaminant Control, 
Member of National Organizing and Program Committee (Sapporo, 2003.8.5～
8) 

明星敏彦 

13） The 7th International Symposium on Ventilation for Contaminant Control, 
Technical Session E: Thermal Environment, Chairperson (Sapporo, 2003.8.5～
8) 

澤田晋一 

14） The 11th Japan Group Meeting on Human Response to Vibration, 一般講演座
長及び特別セッション座長 (Asahikawa, Hokkaido, 2003.7.22～26) 

前田節雄 

15） 英国人体振動学会（UK Conference on Human Response to Vibration）, 座長 
(Gosport, UK, 2003.9.17～19) 

前田節雄 

16） 国際騒音制御工学会（inter-noise2003）人体振動スペシャルセッション座長 
(Chejudo, Korea, 2003.8.23～29) 

前田節雄 
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17） The Second International ICOH Conference on Psychosocial Factors at Work 
(ICOH-WOPS2005), 実行準備委員 

高橋正也 

18） The Second International ICOH Conference on Psychosocial Factors at Work 
(ICOH-WOPS2005), 実行準備委員 

中田光紀 

19） Conference of the International Society for Occupational Ergonomics and 
Safety, International Scientific Advisory Committee 

斉藤 進 

20） International Conference on Human-Computer Interaction, Program Committee 
member 

斉藤 進 

21） International Display Workshop, Program Committee 斉藤 進 

22） International Scientific Conference of Work With Computing System, Board 
member 

斉藤 進 

23） XVth Triennial Congress of International Ergonomics Association, International 
Scientific Advisory Board member 

斉藤 進 

24） 人間－生活環境系国際会議 組織委員 澤田晋一 

 
 

国内の学術集会 

 名 称（開催地，開催期間） 氏 名 

1） シンポジウム 4「生物時計の基礎と臨床」，第 33 回日本臨床生理学会・学術
大会，座長（旭川，2003.10.1） 

高橋正也 

2） フォーラム 2003：衛生薬学・環境トキシコロジー，部会賞受賞講演座長（仙
台，2003.10.24） 

小泉信滋 

3） メタロチオネイン 2003，シンポジウム座長（岐阜，2003.11.21） 小泉信滋 

4） 第 10回多文化間精神医学会，座長（東京，2003.3.14～15） 倉林るみい 

5） 第 10回日本行動医学会学術総会，会長講演座長（東京，2003.12.6～12.7） 荒記俊一 

6） 第 10 回日本産業精神保健学会，組織委員会委員（中央労働災害防止協
会，東京，2004.6.11～12） 

原谷隆史 

7） 第 11回日本産業ストレス学会，座長，教育講演 安西 愈「企業内のメンタル
ヘルス従事者の留意すべき法律知識」（東京慈恵会医科大学，東京，

2003.11.29） 

原谷隆史 

8） 第 11 回日本産業ストレス学会，組織委員会委員（東京慈恵会医科大学，東
京，2003.11.28～29） 

原谷隆史 

9） 中小企業およびインフォーマルセクタにおける産業保健，組織委員会 (名古
屋, 2003.11.12～15) 

久永直見 

10） 第 13回神経行動毒性研究会，座長（東京，2003.8.8） 宮川宗之 

11） 第 15 回日本産業衛生学会 産業神経・行動学研究会，主催（東京，
2003.7.11） 

本間健資 

12） 第 15 回日本産業衛生学会 産業神経・行動学研究会，座長（東京，
2003.7.11） 

平田 衛 

13） 第 15回日本産業衛生学会 産業神経・行動学研究会，事務局スタッフ・座長
（東京，2003.7.11） 

宮川宗之 

14） 第 20回希土類討論会，一般演題座長（東京，2003.5.29～30） 鷹屋光俊 
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15） 第 23回日本社会精神医学会，座長（盛岡，2003.3.4～5） 倉林るみい 

16） 第 26回日本医学会総会，レクチャー座長（福岡, 2003.4.4～4.6） 荒記俊一 

17） 第 35回日本獣医学会学術集会，座長（東京大学，2003.3.31～4.1） 三枝順三 

18） 第 3回勤労者精神医療研究会，総合司会（東京，2003.12.7） 倉林るみい 

19） 第 3回職業性ストレス調査票ユーザーズクラブ，世話人（第 76回日本産業衛
生学会，山口，2003.4.26） 

原谷隆史 

20） 第 43回日本労働衛生工学会，一般講演座長（札幌，2003.10.8～10） 小野真理子 

21） 第 43 回日本労働衛生工学会，事務局員及び一般講演座長（札幌，
2003.10.8～10） 

前田節雄 

22） 第 43回日本労働衛生工学会・第 24回作業環境測定研究発表会，「リスクア
セスメントに係るばく露量推定のための計測・評価手法」シンポジウム司会者

（札幌，2003.10.10） 

明星敏彦 

23） 第 731回東京眼科集談会，委員（東京，2003.9.21） 鈴木 亮 

24） 第 733回東京眼科集談会，委員（東京，2003.11.12） 鈴木 亮 

25） 第 76回日本産業衛生学会，座長（山口，2003.4.23～26） 本間健資 

26） 第 76回日本産業衛生学会，労働生理，座長（山口，2003.4.23） 鈴木 亮 

27） 第 78回日本産業衛生学会総会，顧問 荒記俊一 

28） 東京大学医師会産業医研修会，企画・運営・司会（東京，2003.5.17） 北村文彦 

29） 日本の産業の再生をめざして－加速度センシングに関する講演会，パネル
ディスカッション「日本の技術をいかに国際標準にするか？」パネラー・司会

（東京，2003.11.6～7） 

前田節雄 

30） 日本心理学会第 67回大会，企画者・司会者，ワークショップ「職場のメンタル
ヘルス 労働者のストレスマネジメントの観点から」（日本心理学会 67 回大
会，東京大学，2003.9.13） 

原谷隆史 

31） 日本人間工学会第 44 回大会，財務担当委員長・プログラム担当委員・募金
担当委員（韓国，2003.8.25～27） 

外山みどり 

32） 日本人間工学会第 45回大会，実行委員（プログラム担当） 外山みどり 
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4. 学術雑誌編集委員 

国際誌* 

 雑誌名（学会・発行機関） 氏 名 

1） American Journal of Industrial Medicine, Associate Editor (Wiley-Liss, USA) 荒記俊一 

2） American Journal of Industrial Medicine, International Contributing Editor 
(Wiley-Liss) 

神山宣彦 

3） Annals of Occupational Hygiene, Editor 神山宣彦 

4） Environmental Research, Associate Editor (Academic Press, USA) 荒記俊一 

5） International Journal of Industrial Ergonomics, Editorial Board (Elsevier) 斉藤 進 

6） Journal of Occupational Health Psychology, International advisory board 
member (American Psychological Association) 

原谷隆史 

7） Journal of Physiological Anthropology and Applied Human Science, Editorial 
Board (International Academic Printing) 

澤田晋一 

8） Malaysian Journal of Medical Sciences, Advisory Boad (University Science 
Malaysia, Malaysia) 

荒記俊一 

* 研究所発行の Industrial Health誌の編集委員は 137頁に掲載． 

国内誌 

 雑誌名（学会・発行機関） 氏 名 

1） 空気清浄，編集委員（日本空気清浄協会） 明星敏彦 

2） 作業環境，編集委員（日本作業環境測定協会） 芹田富美雄 

3） 産業ストレス研究，編集幹事（編集委員）（日本産業ストレス学会） 原谷隆史 

4） 産業衛生学雑誌「産衛技術講座」，編集委員長（日本産業衛生学会） 神山宣彦 

5） 産業衛生学雑誌，Journal of Occupational Health，編集委員（日本産業衛生
学会） 

奥野 勉 

6） 産業精神保健，副編集委員長（日本産業精神保健学会） 原谷隆史 

7） 産業精神保健，編集同人（日本産業精神保健学会） 荒記俊一 

8） 産業精神保健，編集同人（日本産業精神保健学会） 倉林るみい 

9） 産業保健 21，編集委員（労働福祉事業団） 荒記俊一 

10） 日本音響学会，査読委員 前田節雄 

11） 日本眼科紀要，編集同人（日本眼科紀要会） 鈴木 亮 

12） 日本神経眼科学会，査読委員（日本神経眼科学会） 鈴木 亮 

13） 日本生気象学会雑誌，査読委員（日本生気象学会） 澤田晋一 

14） 日本平滑筋学会誌，査読委員（日本平滑筋学会） 鈴木 亮 

15） 粘土科学，編集委員（日本粘土学会） 神山宣彦 

16） 民族衛生，編集委員（日本民族衛生学会） 原谷隆史 

17） 労働科学，編集協力者（労働科学研究所） 斉藤 進 
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5. 特 許 

特許権の取得がふさわしい研究成果について，特許権の取得を積極的に進めるとともに，研究所が保

有する特許権のうち実施予定のないものについては，特許流通データベースへの登録等，知的財産の

活用促進を図ることを目指した。また，研究所職員がなした職務発明に関し必要な事項を定めた職務発

明規程を平成 16年 1月に改定した。平成 15年度における取扱状況は審査中 8件（うち平成 15年度
出願 3件），特許流通データベースへの登録済 2件である。 

 
1） 松村芳美（1984）酸性ガスの吸着分離法（登録済）. 1677396. 

2） 明星敏彦（1987）往復流または脈動流を形成する方法及び装置（登録済）. 1623600. 

3） 明星敏彦，鷹屋光俊（2001）微粒子分級装置及びその方法（公開中）. 特開 2001-239181. 

4） 小嶋 純（2003）自動移動型粉塵除去装置（審査中）. 特願 2003-045940. 

5） 小嶋 純（2003）プッシュプル型換気装置及び補助気流発生装置（審査中） . 特願
2003-051310. 

6） 小嶋 純（2003）遠隔操作型粉塵除去装置（審査中）. 特願 2003-064025. 

7） 明星敏彦，菅野誠一郎，高野継夫（2003）防毒マスク及びガス吸収剤の残存能力表示装置
（審査中）. 特願 2003-074974. 

8） 岩切一幸，山内須美子（ 2003 ）姿勢補助装置及びその使用方法（審査中） . 特願
2003-121926. 

9） 小嶋純（2003）赤外分光分析用試料ホルダー及び赤外分光分析方法（審査中） . 特願
2003-373521. 

10） 澤田晋一，中村正市（（株）スキノス）（2004）涙液蒸発量測定（審査中）. 特願 2004-1506. 
 
 

6. 学位・称号等 
 

1） 前田節雄：博士（医学）．熊本大学，2003年 10月 7日. 

2） 鷹屋光俊：博士（工学）．東京都立大学，2004年 2月 19日. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




